
特別支援学校高等部の生徒が
作業学習（カフェ）において
意欲的に取組むための支援

事例研究報告
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実習に係る課題について
過去５年間のデータを収集し分析

本校生徒の実態本校生徒の実態

生徒の意欲をさらに高めるための、
指導方法や環境設定の再構築が必要

【作業意欲】の項目
2年と3年の差が大きい
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意欲の定義意欲の定義

環境の中で適切な行動が安定して
出現している状態=意欲
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作業学習（カフェ）の課題作業学習（カフェ）の課題

①２班編成で、営業部と総務部が隔週で入れ替わるため
継続した指導が難しい。

②営業時間等の関係で、振り返りの時間をとることが
難しい。
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アドバイザーからの助言

①作業記録を作成し、目標に関する記録を残す。
②記録をもとに、生徒とともに振り返る時間の設定。
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PDCAサイクルとOODAループの組み合わせで、
指導の手続きを見える化し、３分程度の振り返りと
隔週で支援のアップデートを実施できるように工夫。

助言を受けての見直し
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生徒の実態（Aさんの事例）
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指導の手続き

①前期の振り返りから、生徒がやってみたい仕事内容を
洗い出し、教員から生徒に後期の目標を提案。 8



②目標について生徒と話し合い、合意形成を図る
とともに、具体的な目標を設定。

指導の手続き
Aさん
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③担当教員と生徒が話し合い、目標の評価基準を
決定し、自己評価と他者評価を記録。
④記録をもとに、生徒とともに振り返る時間の設定。

指導の手続き
Aさん
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記録
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指導前 11月12日 12月10日 1月28日 2月18日

カフェシャツ一枚につき、20分以内に仕上げる（枚数）

◎(3P) 3枚すべてできた

○(2P) 2枚できた

△(1P) 1枚できた

×(0P) できなかった
（指導前：１枚３０分以上）

○生徒と相談し，事前に評
価基準を決定。
○作業終了後に生徒自身
が記録。



取組の成果
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【本人談】

やりたいことにチャレンジすることがで
き，うれしかった。少しずつできるようにな
り，「やればできる」と自信をつけることが
できた。先生と話し合いながら進めたの
で安心だった。生徒

作業記録の評価をもとに、生徒自身が改善案
（アイロンの位置を変える等）を提案する等、目標を達
成するためにどうすればよいのか自ら考えるようにな
り、これまで以上に主体的に取り組むことができた。



取組の成果
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短時間ではあるが，記録をもとに振り
返ることで，ツールや環境設定等につ
いて毎時間改善することができた。少な
い指導機会ではあるが、着実に成功へ
と近づいているのが実感できた。

教員

作業記録の評価をもとに、リアルタイムで生徒の
ニーズを把握することができ、次の指導機会までに
必要な支援を準備することができた。振り返りの大
切さを再認識することができた。
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○生徒参加型のコンサルテーショ
ンを実施。生徒自身が専門家に
アドバイスをいただくことで，自分
の良さや課題等を認識することが
できた。

○多様多重な評価を受けることで、
意欲と有能感を高める（できる・
やってみようを引き出す）機会と
なった。

コンサルテーション
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成功のポイント成功のポイント

○生徒と教員が合意形成を図り
ながら目標設定や評価をするこ
とで，互いのやるべきことが明確
になる。
○指導の手続きを見える化し、３
分程度の振り返りを実施、隔週
で支援の手立てや方法を改善す
ることができた。

「やってみたい」からスタートし、「できた」を生
み出すまでの最短ルートを進むことができる。
「やってみたい」からスタートし、「できた」を生
み出すまでの最短ルートを進むことができる。


